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１－１ ワクチン接種率が高まった今懸念されること
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ワクチン接種者が感染しても、
症状は軽くなる傾向

医療機関の受診やPCR検査の受検への
心理的なハードル

受診率が低下し、見せかけの感染者数が低下する中での感染拡大の恐れ

軽微な症状で通勤通学を控えまいとする、
勤勉を尊ぶ文化



１－２ LINEパーソナルサポート上でのアンケート（2021年5月実施）
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有症状時に、医療機関を受診するか？ 有症状時に、通勤や通学を控えるか？

抗原検査で
陽性の場合

症状があっても医療機関を受診せず通勤通学を控えない人でも、抗原検査で陽性が判明すると
９割以上が医療機関を受診し通勤通学を控えることが分かった

どちらかというと

受診する

受診する

分からない
分からない

抗原検査で
陽性の場合

受診する・
どちらかというと受診する

受診しない・
どちらかというと受診しない

控える

どちらかというと

控える

控える・
どちらかというと控える

控えない・
どちらかというと控えない

実施期間：2021年5月29日～6月1日有効回答数：137,865件



２－１ 神奈川県での抗原検査キットの取組み
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第１弾

第２弾

薬局販売

2021年9月27日～

2021年9月9日～

2021年7月29日～

パーソナルサポート上での実証的な配布

幼保・小学校での実装的な配布

薬局での一般向け販売の開始
2021年9月27日付け厚生労働省事務連絡により、

薬機法の認可を受けた抗原検査キットを薬局で販売することが認められた

教育施設に児童分の抗原検査キットを無償配布することで、

児童本人もしくはその家族が有症状時にセルフチェックしてもらう体制を整備

LINEパーソナルサポート上のアンケートに協力頂いた方の一部を対象に、

使用時の結果等の入力を条件として抗原検査キットを実証的に無償配布



２－２ 実証・実装事業時のコンセプト
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神奈川県「新型コロナウイルス抗原検査キットの使用方法」

https://www.youtube.com/watch?v=ipElOrrHzBQ

県が作成した使用方法の説明動画無償での抗原検査キット配布

個人が自宅でセルフチェック出来る体制の整備に注力

第１弾

LINEアンケートの協力者の一部に

抗原検査キットを無償で配布

第２弾

幼稚園や保育園、小学校に向けて

抗原検査キットを無償で配布

いずれも、抗原検査キット使用時にLINEパーソナル
サポートへ結果を入力してもらうことで、医療機関

受診の誘導を実施



２－３ 神奈川県の取り組みの実績
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※第一弾配布、第二弾配布を合わせた数



２－４ 事前調査で期待された感染拡大抑止の行動変容結果
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➡ キット検査で陽性が出た場合には、ほとんどの人が医療機関を受診し、
ほとんどの人が通勤・通学や外出を控えた

受診した

83%

通勤・通学や
外出を控えた

100%

分から

ない

10%

どちらかと言うと

受診しない…

受診し

ない

8%

分からない

11%

どちらかと言

うと控えない

19%

控えない

10%
有症状時に医療機関を受診する・
どちらかと言うと受診する

64%

キット陽性時、通勤・通学を控える・

どちらかと言うと控える

60%

抗原検査キット陽性報告者への
追加調査の回答

（令和３年9月16日現在の回答者：192人）

抗原検査キットに係るアンケート回答
（令和３年５月末実施、137,865人回答）

（回答者は有症状時に医療機関を受

診しない等と回答した32,860人）
抗原検査キットに係るアンケート回答
（令和３年５月末実施、137,865人回答）

抗原検査キット陽性報告者への
追加調査の回答

（令和３年9月16日現在の回答者：192人）

受診した

89.6%

受診していない

10.4%

通勤・通学や外出を

控えた

98.4%



３－１ 医療用抗原検査キットの薬局での販売
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令和3年9月27日厚労省事務連絡

「新型コロナウイルス感染症流行下における薬局での

医療用抗原検査キットの取扱いについて」

• 有症状時に家庭でセルフチェックが出来るよう、医療用

抗原検査キットの薬局での販売を認める

• 薬機法における薬局医薬品として、販売時の薬剤師によ

る指導や販売記録の保存等が必要

• 陽性時に医療機関を受診することや、キットの仕様方法

等、薬剤師が丁寧に説明する必要がある

県の抗原検査キット配布施策の効果が
国に認められました

内閣府規制改革推進会議（2021.9.10）で
一般市販化について検討



３－２ 県から薬局への通知
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• 10/1付通知で、県内約

4,000の薬局にチラシを

配布

• 陽性判明時は個別の

医療機関ではなく、
各自治体の相談窓口に

連絡をするよう強調

医療機関へ個別の連絡が
集中することを予防

（チラシ画像は2021.12.14配布の第二版のもの）



３－３ 抗原検査キット陽性時の受診の流れの整理

発熱診療等医療機関の検索システム（薬局向け）

• 抗原検査キット陽性判定者の診療を

受け付ける医療機関を表示

• 市町村名や最寄り駅名から、患者の

近くの医療機関を検索できる

• 薬局向けシステムとして、2021年

12月中に通知予定

薬局の近くの
発熱診療等医療機関

薬剤師 キット陽性
判定者

紹介

検索
システム

キットで陽性判明時は、従来の相談ダイヤルからの案内に加え、

キットを販売した薬局から受入医療機関を紹介してもらう仕組みへ



４－１ 抗原検査キットの普及へ向けた取り組み①
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庁舎内にサンプルを展示ポータルサイトを開設

抗原検査キットの使い方動画・パンフレット・

添付文書をまとめた県のポータルサイトを開設

企業から寄付を受けた抗原検査キットを、

メーカー名とともに神奈川県庁内で実物展示

（展示は2021年12月いっぱいまでを予定しています）



４－２ 抗原検査キットの普及へ向けた取り組み②
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キット取扱薬局検索システムの開発

• 抗原検査キットを取り扱っている薬局を

検索できるシステム

• 身近で抗原検査キットを購入できる薬局を

検索できるよう、県民に広く公開

• 各薬局に掲載内容の不備をチェックの上、

2021年12月中の公開を予定


